




要約:

 HBV 母子感染防止の目的で、遺伝子組換え HB ワクチン投与を生後 6 日から開始した場合

と、生後 2か月から開始する従来の方法を比較した。早期にワクチン投与を開始した群で

は、生後早期から能動免疫の獲得が確認でき、抗体の持続にも差が認められず、最近の HB

ワクチンを用いれば、早期に投与を開始しても、従来の方法と同様な予防効果が得られる

ことが明らかになった。


